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朝来市の人口の状況
（人口減少・少子高齢化の状況）

２０１５年（平成２７年）
朝来市人口 ３０，８０５人

男性 １４，８１０人

女性 １５，９９５人

２０５５年 予想
朝来市人口 １６，２２４人

男性 ７，７２６人

女性 ８，４９８人

何もしなければ・・・



朝来市の人口動態の現状
（高校卒業後の転出とその後の転入の状況）
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S50～54生まれ

最大61.6まで減少 → 75.6まで回復

H2～6生まれ

最大46.5まで減少 → 58.5まで回復

• 高校卒業後の

転出が年々増

• 20代後半以降の

回復が年々減

（年齢）

（国勢調査データを使用）



人口減少は朝来市だけではない

◼人口減少、東京圏への人口集中

◼地方での少子高齢化、若者減少

日本全体の現状

このままだと・・・

◼人口減少により活力低下、地域経済縮小

◼中山間地域の地域生活維持が困難



まち・ひと・しごと創生総合戦略
地方の創生を！

◼人口減少と地域経済縮小の克服

◼まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立

国版まち・ひと・しごと地方創生総合戦略

2005年（平成27年）～

① しごとの創生 若い世代が安心して働ける取組

② ひとの創生 地方への新しい人の流れをつくる

③ まちの創生 地方で安心して暮らすことができる



【 まち・ひと・しごと創生法 】

国の「総合戦略」を勘案し、市町村では、

まち・ひと・しごと創生総合戦略（地方版総合戦略）を

策定するように努めなければならない。

まち・ひと・しごと創生総合戦略
地方の創生を！
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市民一人一人の想いを
戦略に反映し、ともに推進していく

あさご未来会議
令和元年度（全５回）開催

・高校生からご高齢の方まで
参加し、対話する場
・想いをまちづくりに反映
（創生総合戦略）

・ともに戦略を推進していく



人とつながり、まちを知り、
まちとかかわるきっかけを創る
「あさご未来会議」

• あさご未来会議の各回の参加者数

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 計

参加者数 120 138 102 82 95 537

内
訳

大人
103 116 88 64 81 452

86% 84% 86% 78% 85% 84%

高校生
17 22 14 18 14 85

14% 16% 14% 22% 15% 16%

（参考）就学前 2 6 7 3 7



あさご未来会議の様子



「あさご未来会議」の意見を
第２期創生総合戦略へ

◼ 戦略・アクションプランづくり
あさご未来会議で意見いただいた取組案等を、
職員PT会議で整理し戦略・アクションプランに反映
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朝来市総合計画と
朝来市創生総合戦略

◼朝来市創生総合戦略策定にあたっては
朝来市最上位計画の「朝来市総合計画」の
考え方を踏まえる

今より人口が少なくなっても
朝来市民が幸せに暮らしていける

地域力の維持と向上

2055年朝来市人口
２０，０００人



朝来市創生総合戦略①

◼第１期戦略（平成27年度～令和元年度）

人口減少の克服、まち・ひと・しごとの創生と
好循環の確立を目指す。

◼第２期戦略（令和２年度～令和６年度）

まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立を
目指す。



朝来市創生総合戦略②
◼基本理念

【第１期・２期共通】
朝来市の未来を創っていくのは、市民一人ひとり、
朝来市に関わるすべての「ひと」であるからこそ、
「ひと」づくりの視点を朝来市創生の全てに共通す
る視点に据える。

【第２期新たに追加】
「対話」と「協働」を大切にしながら取り組む。



朝来市が目指す
「まち」「ひと」「しごと」の好循環

しごと

まち

ひと

①朝来市で自分らしく生き生きと

活躍する「ひと」づくり

②魅力ある多様な

「しごと」の創出

③誰もが希望を持ち、心豊かに

安心して暮らせる「まち」

④新たな動き、人の流れが

生まれ、まちが好循環



第２期朝来市創生総合戦略体系

ASAGOiNGな人を育む

ASAGOiNGな仲間づくり

一人ひとりの行動につなげる情報
発信

内発的な経済成長

交流人口拡大による経済循環活動
の促進

儲ける農林畜産業の転換

地域コミュニティを基盤とした誰にも
居場所と役割のあるまちづくり

誰もが安心して楽しく暮らせるまち
づくり

まちづくりや市民の暮らしを支える
ための連携の強化

市民一人ひとりが自分らしく生き生きと活躍し
ながら「まち」とつながるASAGOiNGな人づくり

市民一人ひとりが好きなこと・得意なことを地
域社会で発揮し多様な活動を促進する人づくり

基本目標１

自分らしく生き生
きと活躍する「ひ
と」づくり

基本目標２

魅力ある多様な
「しごと」づくり

基本目標３

誰もが希望を持
ち、心豊かに安
心して暮らせる
「まち」づくり

「
ひ
と
」
が
朝
来
市
の
創
生
の
基
盤

「
ひ
と
」
「
し
ご
と
」
「
ま
ち
」
の
好
循
環
の
確
立

移住・定住の促進や関係人口の創出・拡大に
よるASAGOiNGな仲間づくり

結婚を希望する人の出会いの機会の創出

移住者や在住外国人などの地域の受け入れ
体制の充実

・
・
・
・
・
・

基本理念 基本目標（P6～） アクションプラン（P13～）



第２期朝来市創生総合戦略

基本目標１

自分らしく生き生きと活躍する「ひと」づくり

自分らしく生き生きと活躍する人（ASAGOiNGな人）を育

むことにより、移住者や関係人口等の新たなまちの動き
につなげます。

◆ASAGOiNGな人を育む
◆ASAGOiNGな仲間づくり
◆一人一人の行動につなげる情報発信

戦略 P6～



自分らしく生き生きと活躍する
「ひと」づくり

基本目標１

■ ASAGOiNGな人を育む

１ 市民一人一人が自分らしく生き生きと
活躍しながら「まち」とつながる
ASAGOiNGな人づくり

• 主体性・多様性・自己肯定感・シビックプラ
イドの醸成

２ 市民一人一人が好きなこと・得意なこ
となどを地域社会で発揮し活動を促進
する人づくり

• 地域づくり人財、コーディネート人財などの
育成

■ ASAGOiNGな仲間づくり

１ 移住・定住の促進や関係人口の創出・
拡大によるASAGOiNGな仲間づくり

• 移住定住の促進
• 関係人口の創出・拡大

２ 結婚を希望する人の出会いの機会の
創出

３ 移住者や在住外国人などの地域の受
入れ体制の充実

■一人一人の行動につなげる情報発信

１ 一人一人の行動につなげる情報発信
の充実

• 各年齢層に応じた広報媒体による情報発
信

（P14～）

（P16～）

（P24～）



第２期朝来市創生総合戦略

基本目標２

魅力ある多様な「しごと」づくり

各年齢層に応じてキャリア教育の推進や市内の仕事の
魅力ややりがいなどを伝えることにより、一人一人の希望
に応じた多様な働き方や経済活動の実現につなげ、朝来
市の経済活性化を推進します。

戦略 P8～

◆内発的な経済成長
◆交流人口拡大による経済循環活動の促進
◆儲ける農林畜産業への転換



魅力ある多様な「しごと」づくり基本目標２

■内発的な経済成長

１ 市内企業で働く人材の確保 • 各世代に向けた情報発信
• 企業の魅力を伝える場・体験する機会づくり

２ 市内企業等の稼ぐ力の向上 • 企業の経営支援、起業支援

３ 誰もが安心して希望に応じたやりが
いのある働き方の実現

• 誰も（若者・女性・高齢者・外国人）が安心して
働く環境づくり、多様な働き方の実現

■交流人口拡大による経済循環活動の促進

１ 朝来市の強みを生かした観光誘客
の推進

• 体験観光の推進
• 多様な手段による情報発信

２ 観光客一人当たりの観光消費額の
拡大

• 周遊型観光・滞在型観光の推進
• 観光受入体制の強化
• 観光推進体制の強化

３ インバウンド観光の推進 • 外国人旅行者の受入れ体制づくり

（P27～）

（P33～）



■儲ける農林畜産業への転換

１ 農林畜産業の担い手の確保・育成 • 農林畜産業の担い手の確保・育成
• 農林畜産業への多様な関わり方の創出

２ 農業所得の向上に向けた取組の推
進

• 農産物の販路拡大
• 高付加価値化

３ 生産量拡大や作業負担軽減・低コス
ト化に向けた新たな農林畜産業の推
進

• 設備・機械導入・普及
• 新技術導入に向けた研究機関との連携

４ 森林利活用の推進 • 森林資源の活用
• 林業の担い手の確保

• 森林を守る取組の推進（広葉樹林化・環境
教育）

（P39～）



第２期朝来市創生総合戦略

基本目標３

誰もが希望を持ち、心豊かに安心して暮らせる
「まち」づくり

地域コミュニティの中で誰もが居場所と役割を持ち、心
豊かに安心して暮らせるまちづくりを、多様な主体による
対話の場を持ちながら推進します。

戦略 P10～

◆地域コミュニティを基盤とした誰にも居場所と役割のあるまちづくり
◆誰もが安心して楽しく暮らせるまちづくり
◆まちづくりや市民の暮らしを支えるための連携の強化



誰もが希望を持ち、心豊かに安心して
暮らせる「まち」づくり

基本目標３

■地域コミュニティを基盤とした誰もが居場所と役割のあるまちづくり

１ 地域特性を生かした地域の主体的
なまちづくりの推進

• 主体的・自律的な地域経営の推進と支援

■誰もが安心して楽しく暮らせるまちづくり

１ 一人一人が地域とつながりを持ち安
心して自分らしく暮らすことができる
地域共生社会の実現

• 地域で多様なつながりの場づくり
• 孤立しがちな方とのつながりをつくる

２ 在住外国人など多様な人が安心して
暮らすことができる多文化共生社会
の実現

• 在住外国人などの困りごとの把握
• 多言語対応による情報発信
• 在住外国人と地域の人とのつながりづくり

３ 誰もが生きがいを感じ健やかで幸せ
に暮らすことができる健幸づくりの推
進

• 健幸づくりへの意識向上
• 疾病・介護予防や健康増進の取組の推進

（P48～）

（P50～）



■まちづくりや市民の暮らしを支えるための連携の強化

１ 地域間連携・政策間連携などによる
効果的・効率的な事業の推進

• 市内の多様な主体の連携
• 市外の多様な主体との連携

２ 持続可能な地域公共交通による安
心した暮らしの実現

• 公共交通の利用促進
• 新たな移動手段の導入検討

３ 市民の多様な活動や暮らしを支える
ための公共施設の適正配置

• 暮らしや活用に応じた利用しやすい公共施
設（適正配置に対する理解、施設の有効活用）

• 公共施設のコスト削減

４ 生物多様性の保全と持続可能な利
用による自然共生社会の実現

• 生物多様性の実態把握
• 生物多様性の保全に向けた活動推進
• 生物多様性への理解を深める活動

（P56～）



※参加者の皆さんからいただいた意見は、

別添資料の通りです。


